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私たちはなぜ「男女共同参画の視点に立った防災」を伝えるのか？

「男女共同参画の視点に立った防災」啓発の意義

災害時に命と心身の健康を守り、生活の安全を図る

被災という緊急時にあっても、誰もが等しく尊重される

さまざまな立場の人たちが共に責任を担いながら支え合う

平時（日常）にできていないことは緊急時にはできない

平時からの男女共同参画社会実現に向けての活動推進

男女共同参画の視点に立った防災

誰にもその重要性が理解しやすい

は、その中に含まれるコンテンツであり、

テーマである

が重要

体制が必要

ことが大事

ためには

その実現には

しかし

だからこそ
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　過去の大きな災害は、男女共同参画と防災が非常に重要な関係にあるこ

とを教えてくれました。

　2016（平成28）年４月に起きた熊本地震において私たちは、男性と女性

のニーズの違いをはじめ、乳幼児、妊産婦、若者、高齢者、障がい者、病人、

外国人、性的少数者…など、それぞれに必要な支援を考えた行動が大事で

あることを学びました。さまざまな立場の人たちが共に責任を担いながら

支え合う「男女共同参画の視点に立った防災」が非常時に力を発揮し、その

後の心身の回復に影響することを知ったのです。

　この冊子は、災害時に必要な「男女共同参画の視点に立った防災」につい

て伝えるため、熊本地震時に私たちが経験したこと、調べたこと、考えた

ことをもとに作成いたしました。特に、震災の翌年に当センターが行った

アンケート調査をまとめた冊子「熊本地震を経験した『育児中の女性』への

アンケート報告書」に掲載した市民の声を生かすことを心掛けました。

　私たちは防災の専門家ではありません。技術的なことをお伝えすること

はできませんが、被災経験から感じ、考えたことを皆さまと共有し、皆さ

まの思いや知恵を加えて発展させていければ幸いです。　

　大規模地震の被災地として得た教訓を「一過性に終わらせない」、また「一

地域だけにとどまらせない」ための活動を、今後も継続していきたいと考

えています。
　2019（平成31）年3月

熊本市男女共同参画センターはあもにい

館長　坂本ミオ

熊本地震を経験した私たちが提案する
男女共同参画の視点に立った防災ポイントBOOK
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